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7月11日、市役所庁議室で行われた定例記者会見
で、せいだのたまじイメージキャラクターの名前が発
表されました。たまじまるは、新聞記者やテレビ局の
みなさんからカメラやテレビをむけられると、無口な
がらも両手を振って笑顔でこたえていました。

忘れないで　災害の記憶

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

8月号の表紙は、宮城県南三陸町防災対策庁舎の写真（平成24年6月8
日撮影）です。今月号は、特集として30年前の災害を取り上げる予定だ
ったので、それに関連する写真を考えていました。しかし、なかなか表紙
が決まらず、締切日まで悩みました。最終的には、この写真に決めたわけ
ですが、これは、過去の災害を忘れることなく後世に伝え、いつ起こるか
わからない災害に備えていこうという思いをこめたものです・・・・・。

写真一枚で表現するって本当に難しいと感じました。広報担当者（Ｏ）

編集後記

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当   電話62-3118

人口●25,994人　 （  −4）
男  ●12,960人 （  −2）
女  ●13,034人 （  −2）

世帯●9,945世帯 （  −2）
平成24年7月1日現在

（　）内は前月比

人口と世帯

●命名　たまじまる
7月8日、八重山五感の森で、県東部ＪＲ8駅トレ

ッキング推進事業プレイベント『八重山五感の森』が
行われました。当日は一般参加者16名が、市ボラン
ティアガイド井田史朗先生から八重山に咲く野草の説
明を聞きながらトレッキングを楽しみました。

●県東部ＪＲ8駅トレッキング推進事業

7月14日、もみじホールで、「青少年の健やかな育
成を目指して」をテーマに、第8回青少年の非行・被
害防止市民大会が行われました。記念講演では、都留
文科大学社会学科教授の高田研先生が、子どもの『生
きる力』を育む地域のあり方について講演しました。

●第8回青少年の非行・被害防止市民大会
6月30日、甲東保育所で、夏まつりが行われまし

た。園児たちは、自分たちで作ったお神輿をかつぎ、
「わっしょい、わっしょい」と声を出しながら、園庭
を練り歩きました。このほかにも園児たちは、踊りや
お店屋さんごっこを行い、夏まつりを楽しみました。

●甲東保育所夏まつり
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《
上
野
原
の
歴
史
に
刻
ま
れ
た

災
害
の
爪
跡
》

こ
の
台
風
に
よ
る
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
上

野
原
市
内
で
は
、
河
川
の
氾
濫
や
崖
崩
れ
が

あ
い
つ
ぎ
、
死
者
2
人
（
県
外
者
1
人
含
む
）、

重
傷
者
5
人
、
住
宅
全
半
壊
17
棟
、
床
上
浸

水
76
棟
な
ど
に
お
よ
び
、
被
害
総
額
が
50
億

円
を
超
え
ま
し
た
（
被
害
数
値
は
旧
上
野
原

町
と
旧
秋
山
村
の
合
算
）。

甲
東
地
区
の
和
見
や
棚
頭
地
内
で
は
、
道

路
が
寸
断
さ
れ
、
陸
の
孤
島
と
な
り
ま
し
た
。

住
宅
被
害
も
い
た
る
と
こ
ろ
で
発
生
し
、

な
か
で
も
激
し
い
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
の

が
、
島
田
地
区
新
田
、
甲
東
地
区
和
見
・
棚

頭
、
秋
山
地
区
無
生
野
地
内
で
し
た
。
島
田

地
区
の
新
田
地
内
で
は
、
桂
川
が
あ
っ
と
い

う
間
に
増
水
し
、
堤
防
を
乗
り
越
え
て
、
床

上
に
ま
で
浸
水
し
ま
し
た
。

ま
た
、
甲
東
地
区
棚
頭
、
秋
山
地
区
無
生

野
地
内
な
ど
で
は
、
裏
山
が
崩
落
し
、
土
石

流
が
住
宅
に
流
れ
込
み
ま
し
た
。
跡
形
も
な

い
住
宅
や
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
乗
用
車
な
ど
、

無
惨
な
爪
跡
を
残
し
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
、
大
鶴
地
区
大
椚
の
中
央
自

動
車
道
路
に
土
砂
が
流
入
し
、
33
台
の
乗
用

車
や
ト
ラ
ッ
ク
を
飲
み
込
み
、
道
路
一
面
が

泥
の
海
と
化
し
ま
し
た
。
市
内
で
は
、
至
る

所
で
土
砂
崩
れ
が
起
き
、
甚
大
な
被
害
と
な

り
ま
し
た
。

《
参
考
資
料
》
　

山
梨
県
の
気
象
百
年

昭
和
五
十
七
年
・
五
十
八
年
災
害
誌

台
風
10
号
・
豪
雨
災
害
特
集

写真説明
①雨がやみ一夜明けた島田地区の桂川橋の様子。一時は橋の上まで水がか

ぶりました。②甲東地区和見の道路。人の大きさほどの岩がごろごろ転が

っています。③巌地区奥平の国道20号。山から崩れてきた土砂で国道が寸

断されています。④甲東地区棚頭の民家が土石流で跡形もなくなっていま

す。⑤大鶴地区大椚の中央高速道路。道路側面が崩れ、乗用車など33台が

土砂に飲み込まれました。⑥巌地区牧野の民家に土砂が流れ込んでいます。

⑦氾濫した川の水が引いたあとの島田地区新田。一時は大人の胸の高さま

で水位が上昇しました。⑧桂川の氾濫で一面水浸しとなった島田地区新田。

⑨水が引いた後の民家の様子。部屋の中は泥だらけです。⑩島田地区新田

では、地域のみなさんが協力して、泥やがれきの除去にあたりました。

①

②

④
⑤

⑥

③

⑦
⑧

⑨

⑩
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特集

追
憶
57
災
害

忘
れ
な
い
で
　
災
害
の
記
憶

《
昭
和
57
年
8
月
　

台
風
10
号
に
よ
る
被
害
》

西
日
本
で
は
、
昭
和
57
年
7
月
23
日
か
ら

25
日
に
か
け
て
、
相
次
い
で
低
気
圧
が
通
過

す
る
な
ど
し
て
梅
雨
前
線
の
活
動
が
活
発
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
長
崎
県
で
は
、23
日

夜
に
1
時
間
で
1
0
0
㎜
を
超
え
る
猛
烈
な

雨
が
続
き
大
き
な
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
続
い
て
、
7
月
24
日
に
日
本
の
南

東
海
上
に
発
生
し
た
台
風
10
号
は
、
8
月
1

日
に
紀
伊
半
島
の
南
海
上
を
北
上
、
2
日
午

前
0
時
頃
愛
知
県
渥
美
半
島
に
上
陸
し
、
速

度
を
増
し
な
が
ら
2
日
早
朝
に
は
、
富
山
湾

か
ら
日
本
海
に
進
み
ま
し
た
。

こ
の
台
風
に
よ
り
近
畿
・
北
陸
・
関
東
地

方
で
大
き
な
被
害
が
発
生
し
、
全
国
の
死

者
・
行
方
不
明
者
は
、
95
名
に
も
の
ぼ
り
ま

し
た
。

山
梨
県
内
で
は
、
31
日
未
明
か
ら
雨
が
降

り
は
じ
め
、
台
風
が
日
本
海
に
抜
け
た
8
月

2
日
午
前
6
時
ご
ろ
ま
で
降
り
続
き
ま
し

た
。県

下
全
域
で
、
大
雨
と
な
っ
た
の
は
、
8

月
1
日
午
後
6
時
過
ぎ
頃
か
ら
で
、
時
間
雨

量
で
は
、
大
菩
薩
峠
49
㎜
、
上
野
原
64
㎜
、

上
九
一
色
56
㎜
、
大
月
45
㎜
、
南
部
43
㎜
、

河
口
湖
40
㎜
と
な
り
、
上
野
原
が
県
内
で
ト

ッ
プ
の
時
間
雨
量
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
台
風
に
よ
る
市
内
の
日
降
水
量
は
、

上
野
原
観
測
所
の
1
9
7
7
年
7
月
か
ら
2

0
1
2
年
6
月
ま
で
の
統
計
期
間
で
、
観
測

史
上
1
位
の
3
1
5
㎜
と
な
り
ま
し
た
。

みなさんは、昭和57年8月に発生した災害をご存じでしょうか？台風10号による豪雨により、市

内各地で甚大な被害が発生しました。市内では、この災害のことを57災害（ごうななさいがい）な

どと言ったりします。あれから30年が経ちます。みなさんは、災害に対する備えは万全でしょう

か？東日本大震災の発生後、「忘災」という言葉を聞きます。みなさんも、過去の災害を忘れるこ

となく、災害に備え続ける必要があります。

1 今から30年前
私たちのまちで起きたこと
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《特集》追憶57災害 忘れないで 災害の記憶

甲東地区和見在住
幡野公男さん

水量の少ない沢で、あん
な大規模な土石流が発生す
るとは想像もできませんで
した。おばあちゃんの言い
伝えは本当でした。

大鶴地区大椚在住
小山岩夫さん

中央高速道路の側面が
崩れてパトーカーが沢まで押し
流されるなんて驚きました。

甲東地区棚頭在住　　　
中村一匡さん

私の家の近くに
は、青石とよばれる石が多くあ
ります。これは、山から流され
てきたもので、過去に土石流が
発生した跡だという言い伝えが
あります。

巌地区奥平在住
石井末夫さん

土砂崩れで高圧電線が切れた時、
夜にもかかわらず、昼間のように辺
り一面が明るくなりました。あの光
は、なんとも恐ろしい光だった。

秋山地区無生野在住
原田勝治さん

沢沿いのえん堤が土石流で押し
流されるとは想像もできなかった。
今までに経験がないほどの豪雨だ
った。本当に凄かった。

島田地区新田在住　　
佐藤公明さん

暗闇のなかの濁
流は、恐怖でした。

島田地区新田

大鶴地区大椚甲東地区棚頭

巌地区奥平

巌地区八ッ沢在住
小林昭明さん

あんなに増水する鶴川を見た
ことがない。

写真左）民家やブルドーザーが土石流に飲み込まれた甲東地区棚頭　写真中央）桂川河川敷に山積みにされた家具やがれ
き　写真右）水没した島田小学校のプール（現島田コミュニティセンター周辺）
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島田地区新田在住

当時、地区消防団の分団長を
務めていた。3日間不眠不休で
救助・復旧作業にあたった。
あの時の記憶は、今でも忘れ
ないという。

語られる災害
その時なにが起きたか

台風10号による57災害は、市内に大きな爪跡を残しました。なかでも島田地区の桂川の氾濫や甲

東地区棚頭の土石流による被害などは凄惨を極めました。そこでこの災害を経験したみなさんに、

当時の話を聞きました。

2
忘れないで　災害の記憶

水
と
暗
闇
の
恐
怖

私
は
、
当
時
地
区
消
防
団
の
分

団
長
を
務
め
て
い
た
た
め
、
消
防

小
屋
で
待
機
し
て
い
ま
し
た
。
8

月
1
日
の
深
夜
、
鶴
島
方
面
で
土

砂
崩
れ
が
発
生
し
た
と
の
連
絡
を

受
け
、
桂
川
橋
を
渡
り
現
場
に
向

か
お
う
と
し
ま
し
た
。
桂
川
橋
を

渡
り
始
め
た
と
き
、
上
流
か
ら
も

の
凄
く
大
き
な
、
山
の
よ
う
な
物

が
流
れ
て
く
る
の
が
見
え
ま
し

た
。
恐
ろ
し
く
な
り
橋
を
渡
ら
ず

引
き
返
そ
う
と
し
た
と
き
、
下
流

か
ら
川
の
水
が
逆
流
し
て
押
し
寄

せ
て
く
る
の
が
見
え
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
た
だ
ご
と
で
は
な
い
と
感

じ
一
時
消
防
小
屋
に
戻
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に

水
位
は
上
昇
し
、
堤
防
を
乗
り
越

え
新
田
地
区
内
に
流
れ
込
ん
で
き

ま
し
た
。
私
た
ち
消
防
団
は
、
胸

の
あ
た
り
ま
で
水
が
増
し
た
地
区

内
の
各
世
帯
を
一
軒
一
軒
ま
わ
り

避
難
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
な
か

に
は
、
平
屋
建
て
に
住
む
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
、
天
井
裏
に
登
る
階
段

の
上
で
震
え
て
う
ず
く
ま
っ
て
い

た
り
、
逃
げ
遅
れ
て
部
屋
の
中
で

家
族
抱
き
合
い
な
が
ら
救
助
を
待

っ
て
い
た
家
族
も
あ
り
ま
し
た
。

私
自
身
も
側
溝
な
ど
に
誤
っ
て

落
ち
れ
ば
命
が
あ
り
ま
せ
ん
。
停

電
の
た
め
真
っ
暗
闇
の
恐
怖
の
な

か
救
助
に
あ
た
っ
た
記
憶
が
今
も

よ
み
が
え
り
ま
す
。

翌
日
、
水
が
引
い
た
あ
と
苦
労

し
た
の
が
、
ヘ
ド
ロ
の
除
去
で
す
。

堆
積
し
た
ヘ
ド
ロ
は
、
簡
単
に
は

洗
い
流
せ
ず
、
悪
臭
も
立
ち
こ
め
、

作
業
は
大
変
困
難
で
し
た
。
市
内

の
応
援
部
隊
も
他
の
現
場
に
出
動

し
て
い
た
た
め
、
新
田
地
区
の
復

旧
作
業
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
が

協
力
し
て
行
い
ま
し
た
。

今
、あ
の
時
の
光
景
が
東
日
本

大
震
災
の
津
波
被
害
と
重
な
っ
て

思
い
浮
か
び
ま
す
。

危
機
一
髪
、
助
か
っ
た
命

あ
の
時
は
、
7

月
中
旬
か
ら
梅

雨
前
線
の
影
響
で
雨
が
降
り
続

き
、
沢
の
水
も
い
つ
も
よ
り
何
倍

に
も
増
え
て
い
ま
し
た
。

8
月
1
日
は
、
昼
か
ら
ど
し
ゃ

ぶ
り
の
雨
が
続
き
、
夕
方
ご
ろ
に

家
の
前
を
と
お
る
道
路
が
川
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

い
つ
も
と
違
う
雨
の
量
だ
っ
た

の
で
、
子
ど
も
た
ち
を
離
れ
に
あ

っ
た
物
置
の
2
階
で
寝
さ
せ
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

時
間
は
、
さ
だ
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
深
夜
11
時
ご
ろ
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
に
は
、

住
居
の
1
階
部
分
に
、
土
砂
が
流

れ
込
み
始
め
て
い
ま
し
た
。
危
険

を
感
じ
た
の
で
、
妻
と
私
は
比
較

的
安
全
な
離
れ
の
小
屋
に
逃
げ
込

み
ま
し
た
。

し
か
し
、
水
か
さ
が
増
し
外
に

出
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
た

め
、
天
井
か
ら
裏
の
畑
に
逃
げ
よ

甲東地区棚頭在住

伊勢湾台風の風の被害も甚
大だったが、昭和57年の台
風10号の豪雨は、今まで経
験がないほどの豪雨だった
という。

う
と
、
天
井
を
壊
す
た
め
の
道
具

を
離
れ
の
小
屋
の
横
に
あ
る
作
業

場
に
取
り
に
行
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。
そ
の
時
、
外
を
の
ぞ
く
と
水

位
が
減
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
隙

に
作
業
場
に
向
か
っ
た
と
こ
ろ
、

突
然
、
鉄
砲
水
が
私
を
襲
い
作
業

場
ご
と
押
し
流
さ
れ
ま
し
た
。

一
時
的
に
水
が
引
い
た
の
は
、

沢
の
上
流
で
土
砂
崩
れ
に
よ
っ
て

ダ
ム
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。

鉄
砲
水
で
流
さ
れ
た
作
業
場

は
、
奇
跡
的
に
大
き
な
木
に
引
っ

か
か
り
、
私
も
流
さ
れ
ず
に
す
み

ま
し
た
。
し
か
し
、
首
に
は
建
具

が
つ
き
さ
さ
り
大
き
な
穴
が
開
い

て
い
ま
し
た
。
泥
ま
み
れ
で
近
所

に
避
難
し
ま
し
た
が
、
道
路
は
寸

断
さ
れ
、
電
話
も
つ
な
が
ら
な
い

状
況
だ
っ
た
の
で
、
病
院
に
行
く

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
病

院
に
は
、
翌
日
の
朝
に
た
ど
り
着

き
ま
し
た
が
、
本
当
に
恐
い
思
い

を
し
ま
し
た
。

佐藤公明
さとう　こうめい

さん

中村一匡
なかむら　かずまさ

さん
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昭和57年の台風第10号進路図

「慣れに慣れない」
（正常性バイアス）

常に自然と向き合う甲
府地方気象台では、創設
100年を記念して、県内で
起こった気象や災害の記
録をまとめた「山梨県の
気象百年」を発刊してい
ます。これは、過去の災

害の記録を後世に伝え、今後の防災や減災にお使いい
ただけるものと考えて作りました。この「山梨県の気
象百年」や過去のデータから上野原市に大雨をもたら
した昭和57年の台風第10号の状況がわかります。

上野原市周辺は、大雨となることが比較的少ない地
域です。県内で台風による大雨が多いのは、主に富士
五湖や峡南地域となります。これは、台風の接近によ
り南から湿った空気が入り込みやすいからです。しか
し、昭和57年の台風第10号では、県東部に大雨が集中
しました。当時の天気図をみると、台風と重なるよう
に関東付近に前線がありました。台風からの湿った空
気がこの前線を刺激して、前線に近い県東部を中心に

大雨となったと考えられます。前線が近くにある場合
は、台風の中心がまだ遠くにあっても大雨になること
もあり、警戒する必要があります。

気象庁では、過去の気象や災害のデータなどをも
とに、警報や注意報、土砂災害警戒情報などの発表
基準を定めています。そして、アメダスや気象衛星
などの観測データや今後の気象予測に基づいて災害
の発生が予想される場合にこれらの情報を発表しま
す。みなさんのなかには、このような情報が発表さ
れても、前に何もなかったからと警戒しない方もい
るのではないでしょうか？しかし、「慣れに慣れない」
でください。私たちは、常に自然とともに生きてい
ることを忘れてはいけません。身の回りに被害がな
くても、これらの情報が発表されたときは訓練のつ
もりで身を守る行動をとってください。また、仮に
気象庁からの情報がなくても、いつもと違う様子に
気付いたら、すぐに避難するようにしてください。防
災に対する意識を持ち続けることが、尊い命を守る
ことにつながります。
※正常性バイアス：経験をもとに「自分は大丈夫」　

と思ってしまう心理

降水分布（7月31日21時〜8月2日9時） 昭和57年8月1日9時の天気図

甲府地方気象台　調査官

《特集》追憶57災害 忘れないで 災害の記憶

「山梨県の気象百年」を紐解く

そこからわかる教訓

過去の気象データや資料から、何がわかるか。甲府地方気

象台の北野調査官に話を聞きました。

北野芳仁
きたの　よしひと

さん

清水 博
しみず　ひろし

さん

当時の広報担当者

写真は、昭和57年8月12日に発行した広報うえのはら
特集号（№327）

後
世
に
伝
え
る
広
報
誌

私
は
、
こ
の
災
害
を
後
世
に
伝

え
被
害
状
況
な
ど
の
記
録
を
残
し

た
い
と
思
い
、
広
報
う
え
の
は
ら

の
特
集
号
を
発
行
し
ま
し
た
。

後
世
に
災
害
の
記
録
が
つ
な
が

っ
て
い
く
と
い
う
意
味
で
広
報
誌

の
果
た
す
役
割
は
極
め
て
重
要
だ

っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

広報誌の果たす役割

当時の旧上野原町広報担当者

の清水さんに臨時の特集号発刊

について話を聞きました。
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後世へ伝える
大切な命を守るために

さて、東日本大震災の被災地では、昔から「津波てんでんこ」という言葉が言い伝えられてい

ます。これは、地震が起きたら津波が来るから他人に構わず逃げろという言い伝えです。私たち

は、このような言い伝えや過去の災害の記憶を次の世代に伝えていく必要があります。

3
忘れないで　災害の記憶

私
た
ち
の
世
代
に

で
き
る
こ
と

私
は
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
お
母

さ
ん
か
ら
、
昭
和
57
年
8
月
の
台

風
10
号
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て
話

を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
小

さ
い
頃
か
ら
清
く
流
れ
る
桂
川
を

見
て
過
ご
し
て
い
た
の
で
、
こ
の

話
を
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
聞
い
て

も
、
桂
川
が
氾
濫
す
る
な
ん
て
想

像
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
今
回
、
30
年
前
の
災

害
の
写
真
を
見
た
と
き
、
い
ま
ま

で
に
見
た
こ
と
も
な
い
光
景
だ
っ

た
た
め
驚
き
ま
し
た
。

桂
川
橋
の
橋
の
上
ま
で
か
ぶ
り

そ
う
な
濁
流
、
橋
脚
に
ひ
っ
か
か

っ
て
い
る
無
数
の
大
木
、上
流
か

ら
流
れ
て
き
た
多
く
の
が
れ
き
、

そ
し
て
、一
面
水
浸
し
と
な
っ
て

い
る
島
田
地
区
の
桂
川
周
辺
、ど

の
写
真
も
私
に
は
、想
像
を
絶
す

る
も
の
で
し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

言
い
伝
え

甲
東
地
区
和
見
の
幡
野
公
男
さ

ん
の
自
宅
の
裏
に
は
、
大
き
な
柿

の
木
と
ス
ギ
の
木
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
脇
に
ひ
っ
そ
り
と
小
さ
な
ほ

こ
ら
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
こ
ら
は
、
今
か
ら
3
0

0
年
か
ら
4
0
0

年
前
に
こ
の
場

所
に
置
か
れ
た
も
の
で
、
過
去
に

土
石
流
が
こ
の
場
所
ま
で
襲
っ
て

き
た
こ
と
を
後
世
に
伝
え
る
た
め

に
置
い
た
も
の
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

幡
野
さ
ん
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
、
常
々

「
こ
の
ほ
こ
ら
よ
り

先
は
あ
ぶ
な
い
」
と

子
ど
も
た
ち
に
言
い

伝
え
て
い
た
そ
う
で

す
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で

は
、
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
る

祭
り
や
習
わ
し
、
歌
や
石
碑
な
ど

を
見
直
し
、
二
度
と
津
波
の
被
害

で
多
く
の
人
が
亡
く
な
ら
な
い
よ

う
に
、
こ
の
よ
う
な
言
い
伝
え
を

後
世
に
伝
え
て
い
く
取
り
組
み
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
57
災
害
の
被
害
を
、

災
害
を
知
ら
な
い
世
代
に
も
伝

え
、
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

過去の災害などを
後世に伝え続けるほこら

上野原高校1年

57災害で大きな被害が出た島田
地区に住む梶原さん。
当時の災害を経験していない世代
として、57災害の被害写真を見
てもらい、感想を聞きました。

ま
た
、
床
上
浸
水
し
た
家
屋
や

水
が
引
い
た
跡
の
泥
の
除
去
作
業

の
写
真
は
、
昨
年
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
の
津
波
の
被
害
と
重
な

っ
て
見
え
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
よ
う
な
写
真
か
ら

30
年
前
の
災
害
を
知
る
こ
と
で
、

海
の
な
い
上
野
原
で
も
津
波
の
よ

う
な
被
害
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
知
り
、た
い
へ
ん
恐
く

な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
私
は
、
母
校
の
島
田
中

学
校
に
桂
川
の
氾
濫
の
際
に
で
き

た
被
害
の
痕
跡
な
ど
が
あ
る
と
聞

き
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
よ
う
な
痕
跡
や
昔

の
災
害
の
話
を
、
次
の
世
代
に
も

伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

ま
た
、
私
た
ち
の
世
代
が
過
去

の
災
害
を
よ
く
知
り
、
一
人
ひ
と

り
が
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
に
備
え
、
準
備
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

災害の記憶を伝える

おばあちゃんからの言い伝え

梶原司沙
かじわら　つかさ

さん
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上野原市総合防災訓練

忘
災
に
し
な
い
た
め
に

「
災
害
は
、
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ

て
く
る
」
こ
の
よ
う
な
言
葉
は
、

昔
の
災
害
の
経
験
を
後
世
に
伝
え

る
た
め
に
で
き
た
言
葉
で
す
。

私
た
ち
は
、
過
去
の
災
害
の
教

訓
を
生
か
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
市
で
は
、
昭
和
57
年
8

月
の

台
風
10
号
に
よ
る
災
害
が
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
あ
れ
か
ら
30
年

が
過
ぎ
、
み
な
さ
ん
の
な
か
に
は
、

当
時
の
記
憶
が
薄
れ
て
い
る
方
も

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

東
日
本
大
震
災
の
津
波
の
被
害

を
う
け
た
被
災
地
で
も
、
過
去
の

被
害
の
意
識
が
薄
れ
て
い
た
と
言

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
過
去
の
災
害
の
記

憶
が
薄
ら
ぐ
こ
と
で
起
こ
る
『
忘

災
』
を
私
た
ち
は
防
が
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
に
起
き

た
災
害
を
忘
れ
ず
、
後
世
に
伝
え
、

過
去
の
教
訓
を
こ
れ
か
ら
起
こ
る

か
も
知
れ
な
い
災
害
に
生
か
し
、

備
え
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

大
切
な
命
や
財
産
を
守
る
た
め

に
、
今
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
、
一
人
一
人
が
考
え
行
動

し
、
そ
し
て
地
域
で
協
力
し
あ
い

な
が
ら
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
災

害
に
備
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

市では、8月25日（土）と26日（日）に総合防災訓練を行います。今年は、例年とは違う新しい総合防災訓練を行い

ます。なお、1日目は、どなたでも参加できますので、ぜひご来場ください。

後
世
に
伝
え
よ
う

災
害
の
記
憶

《特集》追憶57災害 忘れないで 災害の記憶

《1日目》8月25日（土）　
場所 市役所センタープラザ・もみじホール
内容 ①各種体験コーナー（午後4〜6時）

煙体験、ロープ結束体験、AED取扱体験
②防災講演会（午後6時30分〜8時30分）
新潟中越地震を町内会長という立場で経験さ　
れた方を招いての講演会など

③防災グッズ展示・販売実施（午後6時〜9時）
自助・共助に必要な商品の展示・販売

《2日目》8月26日（日）　
午前8時30分に防災無線からサイレンの吹鳴と避難開

始の放送をしますので、家庭内での安全・防災対策や近
所の安全確認等をするとともに、各地区において実施さ
れる訓練に参加してください。

主会場 大目地区
主会場では、これまでの屋外で行う模擬訓練は行わず、

主に避難所設置運営訓練を行います。
●問い合わせ 総務課行政防災担当（蕁62−3117）

棡原

上野原

大鶴

島田

秋山

甲東

大目

巌

西原

四方津駅

IC

上野原駅

●

上野原市役所
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地域範囲

大 目 地 区
〃

甲東（和見）地区
大目・甲東地区
甲 東 地 区
沢 松 地 区

〃
四 方 津 地 区

〃
〃

沢 松 地 区
大 鶴 地 区

〃
上 野 原 地 区

〃
〃
〃

避難場所

旧大目小学校大目
大 目 保 育 所
旧 和 見 分 校
旧平和中学校
甲 東 保 育 所
旧沢松小学校
沢 松 幼 稚 園
上野原西小学校
上野原西中学校
巌 保 育 所
上 野 原 高 校
旧大鶴小学校
旧大鶴幼稚園
上野原小学校
上野原中学校
上野原第1保育所
上野原第2保育所

指定避難場所一覧

避難場所

日大明誠高校
もみじホール
島 田 小 学 校
島 田 中 学 校
島 田 保 育 所
旧西原小学校
西 原 保 育 所
旧棡原小学校
旧棡原中学校
棡 原 保 育 所
秋 山 小 学 校
秋 山 中 学 校
秋 山 保 育 所
秋 山 公 民 館
旧浜沢小学校
旧桜井小学校

地域範囲

上 野 原 地 区
〃

島 田 地 区
〃
〃

西 原 地 区
〃

棡 原 地 区
〃
〃

秋 山 地 区
〃
〃
〃
〃
〃

番号
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1 0
1 1
1 2
1 3
1 4
1 5
1 6
1 7

番号
1 8
1 9
2 0
2 1
2 2
2 3
2 4
2 5
2 6
2 7
2 8
2 9
3 0
3 1
3 2
3 3

※避難する際は、慎重に判断し行動してください。

総務部　危機管理監　

30年前の災害の記憶は、今
でも忘れない。これから起
こるかも知れない災害の被
害を最小限に抑えるために
も、危機管理監として微力な
がら全力で市の危機管理に
取り組みたいと思います。

市では、4月1日から危機管理監を配置し、災害（自然災害等をはじめ、武力攻撃、事件、事故等）

に一元的に対応するため、組織の充実・強化に取り組んでいます。

そこで、私たちは、災害に対してどう備えるべきか、佐藤危機管理監に聞きました。

各
地
区
防
災
計
画
を

検
証
す
る

平
成
7
年
1
月
17
日
に
発
生
し

た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
多

く
の
建
物
な
ど
が
倒
壊
し
、
被
災

さ
れ
た
9

割
以
上
の
方
が
自
力
で

の
脱
出
や
家
族
、
隣
人
な
ど
に
よ

る
救
助
で
助
か
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
以
降
、「
自
助
・

共
助
」
と
い
っ
た
言
葉
を
よ
く
耳

に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
「
自
助
・
共
助
」
の
他
に

も
う
一
つ
、
行
政
な
ど
か
ら
の
支

援
で
あ
る「
公
助
」が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
57
災
害
を
始
め
、
過
去

の
災
害
か
ら
わ
か
る
と
お
り
、
行

政
か
ら
の
支
援
が
届
く
ま
で
に
は

時
間
が
か
か
り
ま
す
。そ
れ
ま
で

は
、地
域
で
支
え
合
う
こ
と
が
ど

う
し
て
も
必
要
と
な
り
ま
す
。い

ざ
と
い
う
時
に
備
え
、地
域
力
を

高
め
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

さ
て
、
市
で
は
、
平
成
17
年
2

月
13
日
の
合
併
に
と
も
な
い
旧
町

村
の
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
い

「
上
野
原
市
地
域
防
災
計
画
」を
作

成
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
東
日
本

大
震
災
や
今
後
発
生
が
懸
念
さ
れ

る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の

防
災
事
情
を
反
映
さ
せ
る
必
要
か

ら
、こ
の
防
災
計
画
の
改
訂
作
業
を

始
め
ま
し
た
。

こ
の
地
域
防
災
計
画
と
は
別

に
、各
地
区
毎
に
作
成
し
た
防
災

計
画
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し

ょ
う
か
。こ
れ
は
、
当
時
の
区
長

さ
ん
た
ち
が
苦
労
し
て
当
時
の
地

区
防
災
会
や
自
主
防
災
会
の
組
織

編
成
や
地
域
の
災
害
危
険
個
所
を

記
し
た
手
作
り
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
、防
災
資
機
材
等
の
備
蓄
状
況

表
な
ど
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

み
な
さ
ん
の
地
域
で
は
、こ
の
地

区
ご
と
の
防
災
計
画
の
継
承
や
見

直
し
を
行
っ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に
各
地
区
な

ど
で
検
証
し
て
く
だ
さ
い
。

忘れないで　災害の記憶

災害から学ぶ
私たちにできること4

佐藤邦彦
さとう　くにひこ
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下
水
道
事
業

「
水
と
と
も
に
生
き
る
」

ら
ず
、
上
野
原
の
自
然
環
境
を
後

世
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
も
必

要
な
の
で
す
。

《
上
野
原
市
の
下
水
道
事
業
》

市
で
は
、
毎
年
計
画
的
に
下
水

道
管
を
敷
設
し
、
下
水
道
の
供
用

エ
リ
ア
を
順
次
拡
大
し
て
い
ま

す
。
下
水
道
の
供
用
エ
リ
ア
内
で

は
、
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
は
3
年

以
内
、
水
洗
式
ト
イ
レ
の
場
合
は

す
み
や
か
に
下
水
道
へ
接
続
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

下
水
道
供
用
エ
リ
ア
内
で
は
、
建

物
の
新
築
や
改
修
時
に
浄
化
槽
の

設
置
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

《
下
水
道
工
事
補
助
制
度
》

市
で
は
、
下
水
道
の
積
極
的
な

下
水
道
事
業

水
は
、
自
然
の
中
で
循
環
し
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
私
た
ち
は
、
日
々
の
生

活
を
過
ご
し
、
水
の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
意
味
か
ら
も
使

っ
た
水
を
再
び
き
れ
い
な
水
に
し
て
、
川
に
返
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

は
、
自
然
を
守
り
、
私
た
ち
の
生
活
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
は
、
こ
の
意
味
か
ら
し
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

《
な
ぜ
下
水
道
が
必
要
な
の
？
》

下
水
道
が
普
及
す
る
と
汚
水
を

処
理
場
で
き
れ
い
な
水
に
し
て
か

ら
流
す
た
め
、川
や
海
の
水
を
汚
さ

ず
、美
し
い
自
然
が
守
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
や
工
場
か
ら
出
る

汚
水
を
下
水
道
管
で
流
す
た
め
、

悪
臭
や
蚊
な
ど
の
発
生
を
防
ぎ
、

清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
を
維
持

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
清
潔
な
水
洗
ト
イ
レ

が
使
え
る
の
で
、
く
み
取
り
の
心

配
が
な
く
な
り
、
住
宅
内
部
の
悪

臭
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
下
水

道
が
普
及
す
る
こ
と
は
、
私
た
ち

の
身
の
回
り
の
生
活
環
境
の
み
な

普
及
を
図
る
た
め
に
各
種
補
助
制

度
を
定
め
て
い
ま
す
。
次
回
は
、

各
種
補
助
制
度
に
つ
い
て
お
伝
え

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

建
設
課
下
水
道
担
当
（
蕁
62
—

3
1
4
5
）

市では、市民のみなさんの下水道事業に
対するご協力に感謝するとともに、下水道
への理解と関心を一層深めていただくため、
下水道まつりを開催します。

●
日
時
　
9
月
9
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
2
時
（
雨
天
決
行
）

●
場
所
　
桂
川
清
流
セ
ン
タ
ー

（
大
月
市
梁
川
町
塩
瀬
8
0
0

番
地
）

●
内
容
　
下
水
道
施
設
見
学
会
、

ミ
ニ
下
水
道
展
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、
記
念

品
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど

※
雨
天
時
に
は
、
一
部
の
内
容
を

中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
下
水
道

担
当
（
蕁
62
—

3
1
4
5
）

市では、より多くの人が環境問題を正しく理解し、協働し
て問題に取り組むために、次のとおり環境問題講演会を開催
します。

●
日
時
　
9
月
8
日（
土
）
午
後

2
時
〜

●
場
所
　
も
み
じ
ホ
ー
ル

●
講
師
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
所

理
事
　
松
原
弘
直
主
席
研
究
員

●
演
題
『
地
域
か
ら
始
め
る
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
』

●
協
力

上
野
原
市
教
育
委
員

会
、
上
野
原
リ
サ
イ
ク
ル
の
会

※
近
年
、
地
球
温
暖
化
を
は
じ
め

と
す
る
環
境
問
題
に
つ
い
て
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
要

性
が
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
生
活
環
境
課
生

活
環
境
担
当
（
蕁
62
—

3
1
1

4
）

環境問題講演会
のお知らせ

下水道まつり
のお知らせ
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「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
」

上
野
原
市
危
機
管
理
指
針（
案
）

市
で
は
、
災
害
等
の
危
機
に
対
応
す
る
た
め
の
総
合
的
な
方
策
に
つ
い
て
、
上

野
原
市
危
機
管
理
指
針（
案
）を
作
成
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
か
ら
、
こ
の
指
針
（
案
）
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

《
趣
旨
お
よ
び
目
的
》

東
日
本
大
震
災
を
う
け
、
災
害

に
対
す
る
住
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の

意
識
も
だ
い
ぶ
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
同
時
に
国
や
各
自
治
体
の
取

り
組
み
の
あ
り
方
も
問
わ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
危
機
管
理
指
針（
案
）は
、

危
機
を
3
つ
に
分
け
て
分
類
し
定

義
す
る
と
同
時
に
、
危
機
に
対
し

て
の
市
の
責
務
を
は
じ
め
、
市
民

な
ら
び
に
事
業
者
の
役
割
を
明
記

し
た
も
の
で
す
。

《
閲
覧
・
意
見
募
集
期
間
》

8
月
1
日（
水
）〜
31
日（
金
）

※
指
針（
案
）は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ま
た
は
、
総
務
課
、
秋
山

支
所
お
よ
び
各
出
張
所
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

《
提
出
方
法
》

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
意
見

等
提
出
用
紙
」
に
記
入
し
、
持
参
、

郵
便
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー

ル
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

《
提
出
先
》

・
直
接
持
参
・
郵
便
の
場
合

〒
4
0
9
—

0
1
9
2

上
野

原
市
上
野
原
3
8
3
2
番
地

市
総
務
部
総
務
課
行
政
防
災
担

当
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合

蕭
62
—

5
3
3
3

・
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

総
務
課
行
政
防
災
担
当
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
　

so
u

m
u

@
city.u

en
o

h
a

ra.lg
.jp

●
問
い
合
わ
せ

総
務
部
危
機
管
理
監（
蕁
62
—

3

1
1
7
）

「児童扶養手当現況」・
「ひとり親家庭医療費受給資格更新
申請書」

現在、児童扶養手当（支給停止者等を含む）・ひとり親家庭医療費助成
金を受給している方は、「児童扶養手当現況届」・「ひとり親家庭医療費
受給資格更新申請書」を8月31日（金）までに福祉課子育て支援担当に提出
する必要があります。

現
況
届
と
更
新
申
請
書
の

提
出
期
限
は
、8
月
31
日（
金
）

「
現
況
届
」「
更
新
申
請
書
」
は
、

受
給
者
の
前
年
の
所
得
の
状
況
、

生
活
状
況
等
を
確
認
す
る
た
め
に

必
ず
提
出
し
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
。
提
出
が
な
い
と
8
月
分
以
降

の
手
当
等
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
手
当
を
受
け

て
い
な
い
方
で
支
給
要
件
に
該
当

す
る
方
は
、
早
め
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
「
現
況
届
」「
申
請
書
」

の
用
紙
は
、
受
給
者
全
員
に
郵

送
し
て
い
ま
す
。

※
提
出
は
、
必
ず
受
給
者
本
人
が

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
支
所
・
各
出
張
所
へ
の
提
出
、
郵

送
に
よ
る
提
出
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当
（
蕁
62
—

3
1
1
5
）
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空
間
放
射
線
量
等
測
定
値
報
告

市
で
は
、
帝
京
科
学
大
学
が
進
め
る
地
域
連
携
推
進
活
動
の
一
環
と
し
て
、
学
生

の
協
力
を
受
け
な
が
ら
、
市
内
42
個
所
で
独
自
に
放
射
線
量
等
の
測
定
を
行
い
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
7
月
実
施
分
の
市
内
の
空
間
放
射
線
量
の
測
定
結
果
を
報
告
し
ま

す
。測定場所

大 目 出 張 所
大 目 保 育 所
大 野 貯 水 池
甲 東 出 張 所
甲 東 保 育 所
巌 出 張 所
巌 保 育 所
沢 松 幼 稚 園
上野原西小学校
上野原西中学校

▲ コモアしおつ公園
上 野 原 高 校
帝 京 科 学 大 学
島 田 出 張 所
島 田 保 育 所
島 田 幼 稚 園
島 田 小 学 校
島 田 中 学 校
少 年 野 球 場
桂 川 球 場
秋 山 支 所

測定場所
秋 山 保 育 所
秋 山 小 学 校
秋 山 中 学 校
大 鶴 出 張 所
旧 大 鶴 小 学 校
上 野 原 市 役 所
第 一 保 育 所
第 二 保 育 所
上 野 原 幼 稚 園
羽 佐 間 幼 稚 園
上 野 原 小 学 校
上 野 原 中 学 校
日 大 明 誠 高 校
諏 訪 神 社

▲ 牛 倉 神 社
棡 原 出 張 所
棡 原 保 育 所
旧 棡 原 小 学 校
西 原 出 張 所
西 原 保 育 所
西 原 小 学 校

5㎝
0.044
0.071
0.041
0.064
0.064
0.037
0.064
0.053
0.048
0.055
0.044
0.050
0.050
0.054
0.058
0.051
0.064
0.057
0.047
0.058
0.065

1ｍ
0.044
0.059
0.039
0.052
0.062
0.038
0.054
0.051
0.044
0.056
0.044
0.045
0.043
0.047
0.048
0.052
0.057
0.042
0.038
0.047
0.056

5㎝
0.072
0.052
0.049
0.060
0.059
0.053
0.072
0.083
0.062
0.065
0.060
0.062
0.056
0.054
0.050
0.057
0.057
0.061
0.093
0.081
0.095

1ｍ
0.068
0.053
0.050
0.049
0.050
0.040
0.071
0.067
0.050
0.062
0.063
0.055
0.055
0.042
0.046
0.049
0.048
0.051
0.071
0.074
0.076

◆市内の空間放射線量の測定結果　　　　　　　　　（単位：μＳｖ／ｈ）

※　この測定結果は、7月12日に測定した結果です。
（▲印の測定結果は、7月14日に測定した結果です）

※市では、空間放射線量を測定する測定器の貸出を行っています。貸出を希望
される方は、お問い合わせください。

●問い合わせ 生活環境課生活環境担当（蕁62−3114）

市民のみなさんに直接かかわる情報コーナー

飲用水環境放射能測定報告
市では、飲用水の環境放射能の測定を行っています。
7月中に行った、飲用水環境放射能測定値は、次のとおりです。

測定場所

秋 山 東 部 簡 易 水 道
仲 間 川 簡 易 水 道
下 城 河 原 簡 易 水 道

試料種類

浄 水
浄 水
浄 水

採取日

7月  5日（木）
7月11日（水）
7月11日（水）

放射性ヨウ素
（Ｉー131）

検出せず
検出せず
検出せず

放射性セシウム
（Ｃｓ-134、136、137）

検出せず
検出せず
検出せず

◆飲用水環境放射能の測定結果

※平成24年4月1日から、水道中の放射性セシウムの新基準値が、10Ｂｑ／㎏（セシウム134および137の合計）とな
りました。放射性ヨウ素については、半減期が短く、平成23年7月15日以降に食品からの検出報告がないことから新
基準値は設定されていません。　※放射能濃度は、測定時の値です。また、測定方法は、ゲルマニウム半導体検出器
によるγ線スぺクトロメトリーです。　※「検出せず」は、検出下限値未満（検出下限値：1Ｂｑ／㎏）のことです。
●問い合わせ 生活環境課簡易水道担当（蕁62−3114）

測定結果（Ｂｑ／ｋｇ）
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コース名
室内運動コース

（火曜日）
プール運動コース

（水曜日）
プール運動コース

（木曜日）
プール運動コース

（金曜日）

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

継
続
利
用
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
と

も
な
い
、
平
成
24
年
7
月
9
日
か

ら
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
利
用

し
て
転
出
・
転
入
を
行
っ
た
方

は
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
継

続
利
用
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

改
正
前
は
、
転
出
と
同
時
に
カ
ー

ド
は
無
効
と
な
り
ま
し
た
が
、
改

正
後
は
、
上
野
原
市
で
発
行
さ
れ

た
カ
ー
ド
は
、
転
出
先
の
市
町
村

で
も
、
ま
た
、
他
市
町
村
で
発
行

さ
れ
た
カ
ー
ド
を
持
っ
て
上
野
原

市
に
転
入
さ
れ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

継
続
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

転
入
の
際
は
継
続
利
用
の
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
転

入
先
の
係
員
ま
で
お
声
掛
け
く
だ

さ
い
。

な
お
、
継
続
利
用
手
続
き
の
際

は
、
カ
ー
ド
交
付
時
に
本
人
が
設

定
し
た
暗
証
番
号
の
入
力
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

※
転
出
・
転
入
・
転
居
の
届
出
時

に
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発

行
・
廃
止
等
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
窓
口
担

当
（
蕁
62
—

3
1
1
2
）

健
康
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
元
気
い
き
い
き
教
室
」参
加
者
募
集

《
対
象
者
》

要
介
護
等
認
定
を
受
け
て
い
な

い
65
歳
以
上
の
方
で
、
膝
や
腰
の

痛
み
が
あ
っ
た
り
、
下
肢
が
弱
く

な
っ
て
い
て
、
主
治
医
か
ら
運
動

し
て
も
大
丈
夫
と
許
可
を
受
け
て

い
る
方

《
開
催
内
容
》

①
元
気
い
き
い
き
教
室（
室
内
運

動
コ
ー
ス
）

主
に
、
椅
子
体
操
を
中
心
に
さ

ま
ざ
ま
な
運
動
を
行
い
、
日
常
動

作
に
必
要
な
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
力

な
ど
を
養
い
ま
す
。
膝
痛
予
防
、

腰
痛
予
防
、
転
倒
予
防
に
つ
な
げ

ま
す
。
ま
た
、
足
、
腰
以
外
に
口

腔
機
能
を
高
め
る
体
操
な
ど
も
行

い
ま
す
。

②
元
気
い
き
い
き
教
室（
プ
ー
ル
運

動
コ
ー
ス
）

水
の
3
大
特
性
で
あ
る
浮
力
・

抵
抗
・
水
圧
に
よ
っ
て
、
膝
や
腰

へ
の
負
担
が
軽
く
な
っ
た
状
態
で

さ
ま
ざ
ま
な
運
動
を
行
い
、
全
身

の
バ
ラ
ン
ス
力
や
筋
力
を
向
上
さ

せ
、
膝
痛
予
防
、
腰
痛
予
防
、
転

倒
予
防
に
つ
な
げ
ま
す
。

※
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
家
用

車
ま
た
は
秋
山
温
泉
無
料
定
期

バ
ス
を
利
用
く
だ
さ
い
。

※
原
則
、
週
一
回
3
か
月
間
（
計

12
回
）
事
業
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※
介
護
予
防
を
重
点
的
に
行
う
必

要
の
あ
る
方
を
優
先
し
ま
す
。

ま
た
、
申
込
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
方
法
　
長
寿
健
康
課
高
齢

者
介
護
担
当
ま
た
は
秋
山
支

所
・
各
出
張
所
に
『
元
気
い
き

い
き
教
室
』
利
用
申
請
書
が
あ

り
ま
す
。
印
鑑
を
ご
持
参
の
う

え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
　
8
月
17
日（
金
）

午
後
5
時
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
　
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
蕁
62
—

3
1
2
8
）

市
で
は
、
高
齢
者
の
方
に
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
き
い
き
と
生
活
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、『
元
気
い
き
い
き
教
室
』
を
開
催
し
ま
す
。

日程
9月4日（火）〜

11月27日（火）
9月5日（水）〜

11月21日（水）
9月6日（木）〜

11月22日（木）
9月7日（金）〜

11月30日（金）

定員

各コース
15名

参加料

1回200円
昼食代500円

※参加初日に保険
料として1,000円

徴収します。

実施時間・場所

午前11時〜
午後1時

秋山温泉

住民基本台帳カードの
継続利用が可能になりました

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＵＥＮＯＨＡＲＡ　ＣＩＴＹ　　

平成24年7月9日から住民基本台帳カードの継続利用が可能に
なりました。

▲住民基本台帳カード見本
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「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と

の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
」
は
、
市
長
が

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
地
域
の
身

近
な
課
題
や
提
言
等
を
直
接
お
伺

い
し
、
お
答
え
す
る
も
の
で
す
。

●
日
時

8
月
28
日（
火
）午
前
9

時
〜
11
時

※
毎
月
1
回
、
2
時
間
を
目
安
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

●
方
法

1
人
ま
た
は
1
組（
5
人

程
度
）を
対
象
と
し
て
、
対
話
時

間
は
お
お
む
ね
20
分
間
で
す
。

●
場
所

市
長
室

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
担
当
（
1
62

—

3
1
1
8
蕭
62
—

5
3
3
3
）

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.uenohara.lg.jp

もしもし　こちら市長室！！　〜市長と市民のホットライン〜

市
民
の
み
な
さ
ん
と

市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク

《
6
月
開
催
報
告
》

6
月
26
日（
火
）の
市
民
の
み
な

さ
ん
と
市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク

で
は
、
1
組
の
申
込
み
が
あ
り
、

「
上
野
原
駅
周
辺
整
備
」
や
「
Ｊ

Ｒ
ダ
イ
ヤ
改
正
要
望
」
な
ど
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
開
催
内
容
の

一
部
を
報
告
し
ま
す
。

《
内
容
》

参
加
者：

私
は
県
外
か
ら
引
っ
越

し
て
き
た
が
、
子
ど
も
も
地
域

に
馴
染
み
、
こ
の
上
野
原
で
生

活
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
し
か
し
、
市
の
人
口

は
、
急
激
に
減
少
し
て
い
る
。

特
に
若
者
が
減
っ
て
い
る
。

市
の
将
来
を
考
え
れ
ば
、
上

野
原
駅
周
辺
に
若
者
が
集
え
る

施
設
を
整
備
し
た
り
、
電
車
の

本
数
を
増
や
し
た
り
す
る
施
策

を
展
開
す
べ
き
で
は
な
い
か
？

市
長：

そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま

す
。
駅
周
辺
整
備
も
着
実
に
進

め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
な
か
で
、

若
者
も
集
え
る
よ
う
な
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
電
車

の
増
便
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
を
展
開
し
上
野
原
の

魅
力
を
上
げ
る
な
か
で
、
国
交

省
や
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
引
き
続
き

要
望
を
行
い
ま
す
。

（写真）6月26日に開催された市民のみなさんと市長との
ふれ愛トークの様子。これからの上野原市について、活発
な意見交換が行われました。

あ
る
日
の
市
長

命
名
『
た
ま
じ
ま
る
』

7
月
11
日（
水
）、
市
役
所
庁
議

室
で
、
各
新
聞
社
の
記
者
な
ど
を

集
め
て
、
せ
い
だ
の
た
ま
じ
イ
メ

ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
前
を
発

表
し
ま
し
た
。

名
前
は
、
1
7
8
通
の
応
募
の

な
か
か
ら
厳
正
に
選
考
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
『
た
ま
じ

ま
る
』
が
上
野
原
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

「飛び出せ、市長室！！」
市では、市内で活動してい

るサークルや集まりなどに市
長が直接お伺いし、日ごろの
活動を拝見しながら意見交換
する「飛び出せ、市長室！！」
を実施しています。

これは、みなさんから、気
兼ねない雰囲気のなかでお話
を伺い、市政運営の一助とす
ることを目的としています。

開催の様子は、広報うえの
はらのこのコーナーで報告し
ていきます。
●問い合わせ
企画課政策推進担当（162ー
3118）

Ｈｏｔｌｉｎｅ
らちこ

しもし
も

市
長
へ
の
手
紙

市
で
は
、
市
役
所
正
面
玄
関
と
教
育
委
員
会
窓
口
に
、
市
長

へ
の
手
紙
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
の
市
へ
の
要
望
や
ご
意
見
を
伺
う
た
め
に
設
置
し

た
も
の
で
す
。
市
に
対
し
て
ご
意
見
や
要
望
が
あ
る
方
は
、
ボ

ッ
ク
ス
の
脇
に
置
い
て
あ
る
要
望
用
紙
に
ご
記
入
の
う
え
、
投

函
し
て
く
だ
さ
い
。

《
市
長
へ
の
手
紙
紹
介
》

◆
市
の
改
善

・
手
紙
の
内
容

新
消
防
署
建
設
予
定
地
近
く

の
交
差
点
「
上
野
原
高
校
入
口
」

は
、
見
通
し
が
悪
く
、
緊
急
車

両
が
来
て
も
信
号
直
前
に
な
ら

な
い
と
気
付
か
な
い
可
能
性
が

高
い
た
め
、
消
防
署
建
設
に
あ

わ
せ
て
交
差
点
の
改
善
を
行
っ

た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

・
返
答
内
容

ご
意
見
に
あ
り
ま
す
国
道
20

号
線
と
新
消
防
署
建
設
予
定
地

へ
の
道
路
（
市
道
八
ッ
沢
線
）

の
交
差
点
「
上
野
原
高
校
入
口
」

の
改
良
に
つ
い
て
は
、
上
野
原

高
校
や
帝
京
科
学
大
学
に
通
う

生
徒
の
通
学
路
で
あ
り
、
東
京

西
工
業
団
地
へ
出
入
り
す
る
大

型
車
両
の
通
行
が
あ
る
な
ど
、

主
要
な
交
差
点
で
あ
る
た
め
、

改
良
の
必
要
性
は
十
分
認
識
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
と
し
ま
し
て
も
、

こ
の
交
差
点
の
改
良
は
、
長
年

の
懸
案
事
項
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
市
で
は
、
こ
の
交
差

点
の
改
良
事
業
の
実
施
に
向
け

て
、
地
権
者
の
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
を
得
る
な
か
で
、
国
の
補

助
金
等
を
有
効
活
用
し
な
が

ら
、
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市長室市長室！！！！
〜市長と市民のホットライン〜

市
長
の
ち
ょ
っ
と

ひ
と
言

※3案出してみました。

№29

「
八
月
と
お
盆
」

日
本
で
は
、
旧
暦
の
8
月
を
葉

月（
は
づ
き
）と
呼
び
、
現
在
で
は

新
暦
八
月
の
別
名
と
し
て
も
用
い

ら
れ
ま
す
。
葉
月
の
由
来
は
諸
説

あ
り
ま
す
が
、
木
の
葉
が
紅
葉
し

て
落
ち
る
月
「
葉
落
ち
月
」
で
あ

る
と
い
う
説
が
有
力
で
す
。

お
盆
は
、
旧
暦
の
7
月
15
日
を

中
心
に
行
わ
れ
る
先
祖
供
養
の
儀

式
で
、
先
祖
の
霊
が
あ
の
世
か
ら

現
世
に
戻
っ
て
き
て
、
再
び
あ
の

世
に
帰
っ
て
行
く
と
い
う
日
本
古

来
の
信
仰
と
仏
教
が
結
び
付
い
て

で
き
た
行
事
で
す
。
多
く
の
地
方

で
は
、
8
月
13
日
の
「
迎
え
盆
」

か
ら
16
日
の
「
送
り
盆
」
ま
で
の

4
日
間
を
お
盆
に
し
て
い
ま
す

が
、
旧
暦
ど
お
り
7
月
15
日
を
中

心
に
行
う
地
域
も
あ
り
ま
す
。

13
日
の
迎
え
盆
に
は
夕
方
に
仏

壇
や
精
霊
棚
（
盆
棚
）
に
灯
り
を

灯
し
た
盆
提
灯
を
置
き
、
庭
先
や

門
口
で
「
お
が
ら
」
を
焚
き
ま
す
。

こ
の
灯
り
と
炎
を
「
迎
え
火
」
と

言
い
、
精
霊
に
戻
る
家
の
場
所
を

伝
え
ま
す
。
14
日
・
15
日
は
、
精

霊
が
家
に
留
ま
っ
て
い
る
期
間
で

す
。
仏
壇
に
お
供
え
物
を
し
て
迎

え
入
れ
た
精
霊
の
供
養
を
し
ま

す
。
16
日
の
夜
に
、
精
霊
は
再
び

あ
の
世
に
帰
っ
て
行
き
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
お
盆
の
時
に
は
、

な
す
で
作
っ
た
馬
や
き
ゅ
う
り
で

作
っ
た
牛
を
供
え
ま
す
。
こ
れ
は
、

先
祖
の
霊
が
「
き
ゅ
う
り
の
馬
」

に
乗
っ
て
早
く
あ
の
世
か
ら
現
世

に
戻
っ
て
き
て
も
ら
う
た
め
と
、

再
び
あ
の
世
に
戻
る
際
に
は
、
名

残
惜
し
い
の
で
、「
な
す
の
牛
」

に
乗
っ
て
ゆ
っ
く
り
帰
る
よ
う
に

と
の
願
い
を
込
め
た
も
の
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

私
の
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
意
味

も
よ
く
わ
か
ら
ず
お
が
ら
を
焚
い

た
り
し
て
お
盆
を
過
ご
し
ま
し
た

が
、
今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
お
盆

を
ど
う
過
ご
す
の
で
し
ょ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
楽
し
い
夏
休
み
で

す
。
よ
く
遊
び
、
よ
く
学
び
、
家

族
と
と
も
に
思
い
出
に
残
る
夏
休

み
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

上野原市長 江口英雄

広報うえのはら　No.90  14

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
!!



★歯周疾患検診
◎対 象 者 市内に住民登録があり平成25年4月1

日までに次の年齢になる方　
40・45・50・55・60・65歳

◎検 診 料 800円
◎医療機関 山梨県歯科医師会加盟の歯科医院
◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みください。

★ポリオ（小児まひ）予防接種
今年（平成24年）9月1日からポリオワクチンの

定期接種が中止となりました。これに代わり、不
活化ポリオワクチンが導入されます。

詳しくは、対象者あてにお知らせします。

★集団検診・婦人科検診
市では、秋実施分の集団検診・婦人科検診の申

し込みを受け付けています。まだ、申し込みされ
ていない方、今年度検診を受けていない方は、こ
の機会にぜひお申し込みください。
◎日　　程
《集団検診（午前実施）》
・11月16日（金）、17日（土）、19日（月）、20日（火）、

21日（水）、22日（木）、25日（日）、27日（火）
※17日（土）は骨粗しょう症検診あり
※21日（水）、25日（日）は、肺ガンＣＴ検診あり

《婦人科検診（午後実施）》
・10月30日（火）、11月8日（木）

※10月30日（火）の子宮がん検診は、すでに申込
者多数です。

《子宮がん検診（午後実施）》
・11月16日（金）、19日（月）、20日（火）、21日（水）、

22日（木）、27日（火）
◎場　　所 保健センター
◎申込期限 9月14日（金）

★乳幼児健診（8/1〜9/10の予定）

※詳細については該当児にお知らせを郵送します。

★がん検診推進事業
がん検診無料クーポン券が届いた方で、まだ検

診を受けていない方は、市の集団検診および委託

医療機関で検診を受けましょう。

職場健診や市の行う検診以外で、既に検診を受

けられた方や、これから受けられる方は、状況の

確認のため、すでに送ってあるハガキを返送して

ください。

★骨粗しょう症検診
◎対 象 者 市内に住民登録があり平成25年4月1

日までに次の年齢になる女性　
40・45・50・55・60・65・70歳

◎検 診 料 700円
◎内 　 容 医師の診察（問診）・骨塩定量検査
◎検 診 日 8月21日（火）・9月18日（火）
※毎月第3火曜日（午後）の実施となります。
◎医療機関 上野原市立病院
◎申 込 み 直接、上野原市立病院へお申し込み

ください。（蕁62ー5121）
◎受付時間 午後1時〜5時（土・日・祝日除く）
※市の集団検診との重複受診はできません。

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日（祝日除く）

午前9時〜11時
◎持 ち 物 印鑑
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※日時等でご都合のつかない方は、保健担当へお

問い合わせください。

★乳幼児すこやか相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気

になる」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大
変」などの悩みごとに対し、心理相談員、保健師
が相談を行います。
◎日　　時 8月6日（月）、9月7日（金）予約制と

なります。
◎対　　象 市内在住の就学前の子と保護者
◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みください。
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★勤労青少年ホーム前駐車場の変更
勤労青少年ホーム前駐車場は、施設等を利用される方のための駐

車場として開放していますが、市立病院建設工事にともない現在利
用できなくなっています。
施設等を利用される方は、旧役場跡地に駐車をお願いします。

保健だより ●お問い合せ　長寿健康課保健担当（62-4134）

3〜4か月児

9〜10か月児
1歳6か月児

3 歳 児

該当児
平成24年3月29日〜

4月30日生
平成23年10月1日〜31日生
平成23年1月1日〜2月28日生
平成21年3月1日〜4月30日生
平成21年5月1日〜6月10日生

実施日

8月23日（木）

8月30日（木）
8月  3日（金）
9月10日（月）

子育てプレイルーム

●対象　就学前のお子さん
●内容 親子で安心して遊べる場所、保護者の情報交換
の場所として開放しています。
※初めて利用される方は事前にお申し込みください。

●日時 8月1日（水）、8日（水）、22日（水）、29日（水）、
9月5日（水）午前9時〜正午

●場所 もみじホール2階
会議室2

●問い合わせ 福祉課子育
て支援担当（蕁62-3115）

6 
問い合わせ
保健担当
電話 62-4134
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うえのはらうえのはら
健康家族健康家族

子育て情報館 伝言板
山梨県自殺予防推進大会
●日時 9月10日（月）午後1時〜4時30分
●場所 甲府市総合市民会館（甲府市青沼3-5-44）
●テーマ 「一人ひとりが自殺予防の主役」
●内容 講演「こころのサインに気づく、つなげる〜自
殺予防の基礎知識〜」講師　高橋祥友（筑波大学医学
医療系教授）、映画上映「希望のシグナル−自殺防止
最前線からの提言−」

●申込方法 ①お住まいの市町村名、②氏名、③開催を
知った媒体、④参加人数を電話またはファックスで申
込み

●申込期限 8月29日（水）
●申込み・問い合わせ 山梨県障害福祉課心の健康担当

（蕁055-223-1495）（蕭055-223-1464）

保健師からのメッセージ
★糖尿病　（№２）

先月の広報うえのはら7月号「保健師からのメッセージ」で、糖尿病患者の数や糖尿病の
合併症についてお伝えしました。

今月号は、引き続き、糖尿病と市が行う集団検診についてお伝えします。

集団検診

市では、今年度、4月と5月に集団検診を6日間実施
しました。この春の集団検診では、延べ1,132人のみな
さんが受診しました。

特定健診に含まれる血液検査項目では、糖尿病の状
況を調べる項目としてＨｂＡ1ｃと空腹時血糖値、尿糖
があります。それぞれの検査値の標準値を外れた場合
は、必要に応じて生活習慣の改善や病院受診など、な
んらかの対策が必要となります。

ＨｂＡ1ｃの検査項目では、5.2以上になると食事や
運動などの生活習慣の見直しが必要となり、6.1以上で
病院受診が必要です。検診を受けている方で毎年Ｈｂ
Ａ1ｃの値が5.2、5.3、5.4・・・と上がっていき、い
つの間にか生活習慣の見直しだけでは、血糖のコント

上
野
原
市
立
図
書
館

63

5
2

蕁

4

ー

1

 

ロールができず、薬物療法を始める方も多くいます。　　
また、毎年健康診断を受けている方は、急激に糖尿

病が悪化することは少ないですが、健康診断を受けず
糖尿病がかなり進行して病院を受診している方も多い
のが現状です。
今まで、健康診断を受けて

いない方は、ご自身の糖尿病
の状況を確認するためにも、
11月に実施する秋の集団検
診をぜひ受けてください。

広報9月号では、この集
団検診の結果からわかる
糖尿病の状況をお伝えし
ます。

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
!!
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危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

受
講
案
内

●
講
習
日
・
会
場
・
定
員

次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

●
講
習
の
種
別

・
給
油
取
扱
所
講
習

午
前
9

時

30
分
〜
午
後
0

時
30
分（
受
付

午
前
9

時
〜
9

時
30
分
）

・
そ
の
他
講
習

午
後
1

時
30
分

〜
4

時
30
分（
受
付
午
後
1

時

〜
1

時
30
分
）

●
受
講
申
請
受
付
期
間

8
月
20

日（
月
）〜
24
日（
金
）午
前
9

時

〜
正
午
・
午
後
1

時
〜
4

時

●
受
講
申
請
受
付
場
所

上
野
原

市
消
防
本
部
、（
社
）山
梨
県
危

険
物
安
全
協
会

●
受
講
手
数
料

4
7
0
0

円

（
山
梨
県
収
入
証
紙
）

※
受
講
申
請
書
は
、
市
消
防
本
部

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

●
実
施
主
体
（
社
）山
梨
県
危
険

物
安
全
協
会

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
予

防
担
当（
蕁
62
—

4
1
1
1

）

ア
ン
テ
ナ
受
信
で
テ
レ
ビ
を

見
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

相
模
湖
テ
レ
ビ
中
継
局
（
嵐
山
）

の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
変
わ
り
ま
す
。

9
月
20
日（
木
）か
ら
10
月
15
日

（
月
）に
か
け
て
、
相
模
湖
テ
レ
ビ

中
継
局（
嵐
山
）か
ら
放
送
し
て
い

る
一
部
の
送
信
周
波
数
が
変
更
さ

れ
ま
す
。

こ
の
変
更
に
と
も
な
い
、
相
模

湖
テ
レ
ビ
中
継
局
の
電
波
で
放
送

を
受
信
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
等
に
つ
い
て
は
、
チ
ャ
ン
ネ
ル

の
再
設
定
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
受
信
機
の
多

く
は
、
自
動
で
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
再

設
定
を
行
う
機
能
が
あ
り
ま
す

が
、
な
か
に
は
、
手
動
で
チ
ャ
ン

ネ
ル
の
再
設
定
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
受
信
機
等
の
「
取
扱
説

明
書
」
を
ご
確
認
の
う
え
、
チ
ャ

ン
ネ
ル
の
再
設
定
を
お
願
い
し
ま

す
。な

お
、視
聴
で
き
な
い
場
合
や
不

明
な
点
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
変
更
対
策
は
、

国
の
補
助
を
受
け
て
、（
社
）

デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
会
の

「
総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援

セ
ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
）」
が

実
施
し
て
い
ま
す
。

●
電
話
受
付
時
間

平
日
午
前
9

時
〜
午
後
9
時
（
土
・
日
・
祝

午
前
9

時
〜
午
後
6

時
）

●
問
い
合
わ
せ

チ
ャ
ン
ネ
ル
変

更
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
蕁
0
1

2
0

—

9
2
2

—

3
0
3

）

8
月
1
日
か
ら
31
日
は

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」で
す

一
本
の
道
に
日
本
の
底
力

（
平
成
24
年
度
「
道
路
ふ
れ
あ
い

月
間
」
代
表
標
語
）

国
土
交
通
省
で
は
、
毎
年
「
道

路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
と
し
て
、
道

路
を
利
用
し
て
い
る
み
な
さ
ん

に
、
改
め
て
道
路
の
役
割
お
よ
び

重
要
性
を
再
認
識
し
て
も
ら
い
、

道
路
の
正
し
い
利
用
の
啓
発
と
道

路
愛
護
活
動
の
推
進
等
を
図
る
た

め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

道
路
は
、
日
常
の
生
活
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
基
本
的
な
公
共

施
設
で
す
が
、
あ
ま
り
に
も
身
近

な
存
在
の
た
め
、
そ
の
重
要
性
が

見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。
そ
こ
で
、

こ
の
月
間
を
機
会
に
、
道
路
の
重

要
性
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、

道
路
は
、
常
に
正
し
く
、
美
し
く
、

安
全
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

建
設
課
道
路
河

川
担
当
（
蕁
62
—

3
1
2
3

）

平
和
の
た
め
の
戦
争
展

2
0
1
2

●
日
時

8
月
23
日（
木
）〜
24
日

（
金
）
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

●
場
所

市
役
所
1

階
　
展
示
室

●
内
容
「
原
爆
と
人
間
」
被
ば
く

写
真
パ
ネ
ル
展

●
後
援

上
野
原
市
・
上
野
原
市

教
育
委
員
会

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
9
条
の

会
　
沖
田
（
蕁
66
—

3
5
6
7

）

第
13
回
秋
山
ふ
る
さ
と
祭
り

●
日
時

8
月
12
日（
日
）
午
後

４
時
〜
9

時

●
場
所
　
秋
山
中
学
校
校
庭

※
雨
天
時
は
体
育
館
で
開
催

●
問
い
合
わ
せ

秋
山
青
年
会
代

表
　
原
田
（
蕁
0
9
0

—

4
1

2
9

—

0
7
1
2

）

講習日

9月25日（火）

9月26日（水）

9月27日（木）

9月28日（金）

講習会場
山梨県自治会館

（甲府市蓬沢1ｰ15ｰ35）
富士吉田市民会館

（富士吉田市緑が丘2ｰ5ｰ23）
山梨市民会館

（山梨市万力1830）
桃源文化会館

（南アルプス市飯野2971）

定員

200人

150人

120人

300人

今月のメッセージ：8月15日は終戦の日！平和について考えよう！！
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1 ）

企
画
・
お
も
て
な
し
推
進
担
当

（
蕁
0
5
5

│

2
2
3

│

1
5
5
6

）

農
地
転
用
・
権
利
移
転

農
地
を
転
用
お
よ
び
賃
貸
借
す

る
と
き
は
、
市
農
業
委
員
会
ま
た

は
県
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
許
可
後
に
転
用
目
的
を

変
更
す
る
場
合
に
は
、
事
業
計
画

の
変
更
等
の
手
続
き
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。こ
の
許
可
を
受
け

な
い
で
無
断
で
農
地
を
転
用
し
た

り
、
転
用
許
可
に
係
る
事
業
計
画

ど
お
り
に
転
用
し
な
い
等
の
行
為

に
対
し
て
は
、農
地
法
違
反
と
し

て
、
工
事
の
中
止
等
の
命
令
や
罰

則
が
科
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

※
申
請
を
行
う
際
に
は
、
必
ず
事

前
に
農
業
委
員
会
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
県
知
事
に
許
可
を
受
け
る
申
請

「
や
ま
な
し
お
も
て
な
し

宣
言
」
の
登
録
者
募
集

「
や
ま
な
し
お
も
て
な
し
宣
言
」

と
は
、
県
民
の
み
な
さ
ん
が
旅
行

者
に
対
し
て
行
う
さ
ま
ざ
ま
な

「
お
も
て
な
し
」
の
取
り
組
み
を

「
や
ま
な
し
お
も
て
な
し
宣
言
」

の
形
で
表
明
し
、
登
録
し
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

登
録
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

「
や
ま
な
し
お
も
て
な
し
宣
言
」

ス
テ
ッ
カ
ー
を
お
送
り
し
ま
す
。

ま
た
、
山
梨
県
観
光
部
の
「
お

も
て
な
し
や
ま
な
し
！
」
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
、
登
録
い
た
だ
い
た

「
宣
言
内
容
」、「
登
録
名
」、「
登

録
部
門
」、「
主
な
活
動
エ
リ
ア
」

等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

詳
し
い
内
容
や
登
録
方
法
な
ど

ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
観
光
部

観
光
企
画
・
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課

は
、
許
可
ま
で
に
お
お
む
ね
2

か
月
程
度
を
要
し
ま
す
の
で
、

余
裕
を
も
っ
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

■
8
月
の
申
請
書
提
出
期
限

8
月
10
日（
金
）ま
で

※
詳
細
は
、
農
業
委
員
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
農
業

委
員
会
（
経
済
課
内
蕁
62
—

3

1
1
9

）

い
き
い
き
山
梨
ね
ん
り
ん
ピ

ッ
ク
2
0
1
2
開
催

今
年
も
次
の
日
程
で
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加

希
望
者
は
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日

9
月
29
日（
土
）

●
場
所

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

●
競
技
種
目

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
、
ク
イ
ズ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

輪
投
げ
、
ペ
タ
ン
ク
等

●
申
込
締
切

8
月
17
日（
金
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
寿

健
康
課
高
齢
者
介
護
担
当（
蕁

62
—

4
1
3
3
）

無
料
法
律
相
談
の

お
知
ら
せ

●
日
時

9
月
14
日（
金
）
午
後

1
時
30
分
〜
4
時
30
分

●
場
所

市
役
所
1
階
会
議
室
B

（
福
祉
課
横
）

●
相
談
内
容

①
消
費
生
活
関
連（
架
空
請
求
、

訪
問
販
売
等
の
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
、
多
重
債
務
な
ど
）

②
市
民
生
活
関
連（
土
地
住
宅
、

相
続
な
ど
）

※
相
談
は
1
人
30
分
で
、
相
談
内

容
①
・
②
と
も
に
各
3

人
の
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。
限
ら
れ

た
時
間
で
す
の
で
、
相
談
事
項

を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書
類
等

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
予
約
期
間

8
月
30
日（
木
）

〜
9
月
12
日（
水
）
先
着
順

●
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
生

活
環
境
担
当（
蕁
62
—

3
1
1
4

）

ソ
バ
の
作
付
け
に

奨
励
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

●
目
的
　
遊
休
農
地
、
耕
作
放
棄

地
の
解
消
お
よ
び
農
業
振
興
を

図
る
。

●
採
択
基
準

①
秋
ソ
バ
を
対
象
と
し
ま
す
。

②
他
の
事
業
と
重
複
す
る
場
合
は

対
象
外
と
し
ま
す
。

●
補
助
金
額

1
ア
ー
ル
当
た
り

3
千
円（
上
限
5

万
円
）

●
申
請
方
法

作
付
け
後
、
経
済

課
ま
た
は
秋
山
支
所
・
各
出
張

所
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●
申
請
期
限

8
月
31
日（
金
）必

着
●
問
い
合
わ
せ
経
済
課
農
村
地
域

づ
く
り
担
当（
蕁
62
—

3
1
1
9

）

電話番号

（ 6 2）3 1 1 1
（ 6 2 ）3 1 1 7
（ 6 2）3 1 1 8
（ 5 6）2 1 1 1
（ 6 2 ）3 1 1 3
（ 6 2 ）3 1 1 2
（ 6 2）3 1 1 4
（ 6 2）3 1 1 5
（ 6 2 ）4 1 3 3
（ 6 2 ）3 1 1 9
（ 6 2）3 1 2 3
（ 6 2 ）3 1 9 1
（ 6 2 ）3 1 1 6
（ 6 2）3 3 4 4
（ 6 2）3 4 0 9
（ 6 2 ）3 4 0 8
（ 6 2）4 1 3 4
（ 6 2）3 1 2 8
（ 6 2 ）4 1 1 1

部署名

市役所（代表）
総 務 課
企 画 課
秋 山 支 所
税 務 課
市 民 課
生 活 環 境 課
福 祉 課
長 寿 健 康 課
経 済 課
建 設 課
駅周辺整備推進課
会 計 課
議 会 事 務 局
教 育 学 習 課
学校適正配置推進課
保健センター
地域包括支援センター

消 防 本 部

主な問い合わせ先

お掛け間違いのないように
お願いします。

《今月の俳句・短歌・川柳》

「今月の俳句・短歌・川柳」
を募集します。応募が多数
の場合は、企画課で選考し
掲載します。申込みは、名
前、連絡先、俳句等をメー
ルまたは郵送でお送りくだ
さい。締切は毎月10日です。
〒409-0192上野原市上野
原3832
企画課政策推進担当　宛
kikaku@city.uenohara.
lｇ. jp

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
!!

募 集 中
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広
　
　
告

夏休みは、市民プールで遊ぼう！！
プールパスポートを発売！！

家族みんなで、パスポートを使ってプールで遊ぼ
う！ウォータースライダーでスピードチャレンジ！み
んなで楽しい夏の思い出を作ろう！プールスタンプを
を溜めれば景品と交換できる。イベントは9月2日開催
●場　　　所 上野原市民プール
●問い合わせ 蕁0554−63−6070●応募・問い合わせ 企画課政策推進担当（蕁62−3118）

市では、広報うえのはらと市ホームページに掲載する
広告を募集しています。募集する広告は、公序良俗に反
しないものなど、一定の制限を設けています。広告の募
集は、上野原市有料広告掲載要綱に基づいて実施します。
なお、広報うえのはらに掲載する掲載規格は、右の広

告の大きさが1枠となります。（一枠　縦45.5㎜、横85㎜）
お間違いのないようご注意ください。

今月のメッセージ：電気や水など、資源を大切に使いましょう！！

市では、節電の一環として、市庁
舎センタープラザに緑のカーテンを
設置しています。そこで育てたゴー
ヤは、東日本大震災の復興支援のた
めの募金活動に活用します。収穫し
たゴーヤと募金箱を庁舎1階市民課
前に設置しています。
多くの方のご協力をお願いしま

す。
●問い合わせ 総務課管財担当

（蕁62−3117）

診療科（所）

内科

小児科

小児心臓外科

脳神経外科

外科

胸部外科

皮膚科

整形外科

ペイン外来

眼科

耳鼻咽喉科

泌尿器科

西原診療所

秋山診療所

月曜日

反頭・細川
横田

非常勤小児科医交替

長坂
吉田

柴垣
前之原

後藤

桜井

岡本
岡本

金曜日

岡本・村田
反頭・進藤

小林

長坂
協会派遣医師

川村
須田

※3大野（時間制限）

森山
豊永

細川

診療時間

午前

午前

午後

午前

午前

午後

午前/午後

午前

午前

午前

午前/午後

午前/午後

午前

午前

午後

火曜日

岡本・村田
石井・津久井大

杣津

長坂

松原

上條

水曜日

清水・津久井大

反頭・牛島
中根

長坂

※1渡辺
戸島

館野
黒田
小林

古屋

木曜日

清水・瀧山
津久井大・村田
非常勤小児科医交替

戸田
山梨大非常勤医師交代

協会派遣医師
平良（予約）

中島
長嶺

※2大野（予約）

※4

●
土
曜
日
は
内
科
の
診
療（
常
勤
内
科
医
が
週
交
替
で
診
療
）を
午

前
中
に
行
い
ま
す
。

《上野原市立病院　8月の外来診療のご案内》●問い合わせ 市立病院（蕁62−5121）

●受付時間は、午前8時から11時30分までです。午後の受診がある場合は、午後2時から4時までです。
●※印は、担当医師や受付時間が通常と違いますので、詳しくはお問い合わせください。

※1　皮膚科の水曜日は、午後1時から3時30分までの受付となります。
※2　眼科の木曜日の大野医師は、白内障手術対象の方のため、完全予約制外来です。
※3　眼科の金曜日の大野医師は、午前10時30分までに受付した患者様の診療となります。
※4　西原診療所は第1・3週のみ診療を行います。

●診療予定は都合によりやむを得ず変更となる場合があります。（表は7月21日現在の予定です。）

人権擁護委員

上野原地区在住の佐
藤滿さんは、7月1日付
けで、法務大臣から人
権擁護委員に委嘱され
ましたので紹介します。

今後、佐藤さんは、
人権相談や人権にかか
わる意識啓発に努めて
いきます。

佐藤滿さん

緑のカーテンで復興支援
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2
級
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成

講
座
受
講
生
募
集

●
研
修
名

山
梨
県
指
定
訪
問
介

護
員
養
成
研
修
2
級
課
程
（
2

級
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講

座
）1
3
0
時
間
コ
ー
ス（
通
学
）

●
期
間

《
講
義
・
演
習
》
9

月
4

日
（
火
）

〜
10
月
13
日
（
土
）

※
火
・
木
・
土
曜
日
の
全
日
コ
ー
ス

《
実
習
等
》
10
月
15
日（
月
）
〜

11
月
6
日
（
火
）

※
こ
の
期
間
の
う
ち
の
6

日
間

●
場
所

《
講
義
・
演
習
》
市
役
所
会
議

室
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
や

わ
ら
ぎ
・
に
ん
じ
ん
協
議
会
研

修
セ
ン
タ
ー
（
立
川
市
）

《
実
習
等
》
上
野
原
市
、
立
川
市
、

国
分
寺
市
、
日
野
市
等

●
定
員

30
名

●
実
施
団
体

社
会
福
祉
法
人
に

ん
じ
ん
の
会

●
申
込
方
法

申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
提
出

※
申
込
用
紙
等
は
、
最
寄
り
の
に

ん
じ
ん
の
会
各
事
業
所
で
お
渡

し
し
ま
す
。

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

と
な
り
ま
す
。

※
締
切
後
、
受
講
の
可
否
を
通
知

し
ま
す
。

※
費
用
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限

8
月
28
日（
火
）

正
午

●
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
法
人

に
ん
じ
ん
の
会
上
野
原
事
業
所

（
蕁
62
—

6
2
2
2
）（
上
野
原

市
上
野
原
5
2
2
番
地
）

三
生
会
病
院
で

盆
踊
り
大
会
を
開
催
し
ま
す

●
日
時

8
月
8
日（
水
）午
後
6

時
〜
8
時
15
分（
雨
天
翌
日
順

延
）

●
場
所

三
生
会
病
院
グ
ラ
ウ
ン

ド
●
内
容

盆
踊
り
、
模
擬
店、
イ

ベ
ン
ト
、
花
火
な
ど

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

（
財
）三
生
会
病

院
（
蕁
62
—

3
3
5
5
）

心
身
障
害
児

巡
回
養
育
相
談
の
ご
案
内

●
日
時

9
月
12
日（
水
）午
後
1

時
30
分
〜
4
時

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
3

階
和

室
●
相
談
内
容

発
達
や
発
育
の
遅

れ
等
の
心
配
が
あ
る
子
ど
も
に

対
す
る
家
庭
療
育
の
し
か
た
、

職
業
の
適
性
、
施
設
入
所
の
相

談
な
ど

●
申
込
方
法

事
前
に
電
話
で
申

し
込
み
（
予
約
制
）

※
子
ど
も
の
心
身
に
障
害
が
あ
る

場
合
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
専

門
家
に
よ
る
適
切
な
治
療
や
指

導
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
梨

県
都
留
児
童
相
談
所
（
蕁
45
—

7
8
3
7
）

植
木
と
緑
地
管
理

技
能
講
習
会
受
講
者
募
集

●
日
程

9
月
11
日（
火
）〜
24
日

（
月
）
の
間
の
9
日
間

●
場
所

楽
山
公
園
（
都
留
市
）

●
対
象
者

就
業
・
就
職
を
希
望

す
る
55
歳
以
上
の
方

※
公
共
職
業
安
定
所
に
事
前
の
求

職
登
録
が
必
要

●
講
習
内
容

植
木
管
理
の
基
本

知
識
と
道
具
の
使
い
方
、
植
木

の
整
枝
・
剪
定
方
法
の
習
得
、

植
木
の
病
虫
害
防
除
、
緑
地
管

理
に
必
要
な
機
械
器
具
の
安
全

な
取
扱
い
方
、
刈
払
機
取
扱
作

業
者
資
格
証
の
取
得

●
定
員

20
名

※
定
員
を
超
え
る
場
合
は
書
類
選

考
●
受
講
料

無
料

市立病院看護師・薬剤師募集

市立病院では、看護師と薬剤師を募集しています。
新市立病院の完成は、10月初旬です。新しくなった

市立病院で働いてみませんか？勤務時間や待遇などの
詳細は、気軽にご相談ください。

◆募集職種　正看護師・准看護師・薬剤師
●問い合わせ　市立病院総務課（蕁62−5121）

●
申
込
期
限

8
月
31
日（
金
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

東
部

広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

上
野
原
事
務
所（
蕁
62
—

4
7
0

0
）

ウ
ェ
ル
ネ
ス
夏
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す

●
日
時

8
月
24
日（
金
）午
後
2

時
〜
7
時
30
分

●
場
所

桂
川
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー

ク（
大
月
市
富
浜
町
鳥
沢
8
4

3
8
）

●
内
容

屋
台
、
竹
遊
び
、
流
し

そ
う
め
ん
、
線
香
花
火
な
ど

●
参
加
費

無
料

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

申
込
み
は
不
要
で
す
。

※
夏
の
午
後
、
家
庭
の
消
費
電
力

を
下
げ
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

※
桂
川
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
で

は
、
こ
の
他
に
も
各
種
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
、
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp

:/
/
w

w
w

.

w
e
lln

e
s
s
p
a
r
k
.jp

/

●
問
い
合
わ
せ

桂
川
ウ
ェ
ル
ネ

ス
パ
ー
ク
里
山
交
流
館
内
公
園

管
理
事
務
所
（
蕁
20
—

3
0
8

0
）

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
!!

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1 ）



大
目
地
区

水
越
千
江
子
（
廣
美
）

甲
東
地
区

藤
原
善
�
（
秀
和
）

巌
地
区

小
俣
千
鶴
（
康
信
）

大
鶴
地
区

長
田
は
る
子
（
正
巳
）

島
田
地
区

網
野
久
男
（
文
男
）

上
野
原
地
区

石
井
美
津
子（
力
）、久
田
謙（
香
苗
）、

佐
藤
義
久
（
房
子
）、
山
下
ふ
さ
子

（
實
）、
細
田
民
夫
（
一
也
）

棡
原
地
区

長
田
弘
（
真
）

西
原
地
区

降
矢
晋
一
（
創
一
）

秋
山
地
区

佐
藤
喜
代
子
（
信
一
）

■ 子 ど も 映 画 館
『のっぺらぼう』
◎日時　8月11日（土）
午前10時〜10時30分
午後2時〜2時30分

■ お は な し 会
『かっぱのかっぺいと

おおきなきゅうり』ほか
◎日時　8月18日（土）
午後2時30分〜
◎たんぽぽ会

■ リンデンドーム朗読館
『虞美人草』
夏目漱石／作　ほか
◎日時　8月19日（日）
午後2時〜
◎上野原朗読の会

■ 夏休みアニメまつり
『長ぐつをはいた猫』ほか
◎日時　8月16日（木）
午前10時〜午後3時30分
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63

5
2

蕁

4

ー

1

一

般

書

◇
『
花
宴
』

あ
さ
の
あ
つ
こ
／
著
　
朝
日
新

聞
出
版

代
々
、
藩
の
勘
定
奉
行
を
務

め
る
西
野
家
の
一
人
娘
、
紀
江

は
、
祝
言
の
後
も
、
か
つ
て
の

思
い
人
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
あ
る
朝
、
夫
か
ら

思
い
も
よ
ら
な
い
事
実
を
告
げ

ら
れ
・
・
・
。

◇
『
氷
の
秒
針
』

大
門
剛
明
／
著
　
双
葉
社

平
成
7
年
に
長
野
県
で
起
き

た
2
つ
の
凶
悪
事
件
。
だ
が
、

平
成
22
年
4
月
の
時
効
廃
止

が
、
両
事
件
の
遺
族
の
明
暗
を

分
け
た
。
そ
ん
な
な
か
、
一
方

の
事
件
の
犯
人
が
自
首
し
、
後

日
殺
さ
れ
る
事
件
が
発
生
す

る
・
・
・
。

児

童

書

◆
『
レ
ガ
ッ
タ
！
』

濱
野
京
子
／
著
　
講
談
社

◆
『
バ
グ
夢
姫
の
ご
学
友
』

柏
葉
幸
子
／
作
　
児
島
な
お

み
／
絵
　
偕
成
社

◆
『
く
ま
ざ
わ
く
ん
が

も
ら
っ
た
ち
ず
』

き
た
や
ま
よ
う
こ
／
作
　
あ
か

ね
書
房

絵

本

○
『
ご
ち
そ
う
が
い
っ
ぱ
い
』

あ
ら
し
の
よ
る
に
ス
ペ
シ
ャ
ル

き
む
ら
ゆ
う
い
ち
／
作
　
あ
べ

弘
士
／
絵
　
講
談
社

○
『
ゆ
っ
く
り
お
や
す
み
　

に
じ
い
ろ
の
さ
か
な
』

マ
ー
カ
ス
・
フ
ィ
ス
タ
ー
／
作

谷
川
俊
太
郎
／
訳
　
講
談
社

☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

図書館イベント情報

今月のメッセージ：今年も暑い夏！！熱中症に注意しましょう！！

熱
中
症
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

熱
中
症
と
は
、
高
温
多
湿
な
ど

の
環
境
で
脱
水
等
が
起
こ
り
、
体

内
の
熱
の
放
出
が
う
ま
く
で
き

ず
、
体
温
が
著
し
く
上
昇
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
生
じ
る
症
状
の
総
称

で
す
。

次
の
項
目
に
注
意
し
て
、
熱
中

症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

■
予
防
策

・
こ
ま
め
に
水
分
補
給
（
ア
ル
コ

ー
ル
は
厳
禁
）

・
風
通
し
の
良
い
環
境
を
つ
く
る

・
帽
子
や
日
傘
を
利
用

・
普
段
か
ら
の
体
調
管
理

■
症
状
・
対
処
法

・
め
ま
い
や
立
ち
く
ら
み
、
足
の

筋
肉
の
つ
り
な
ど
の
軽
度
の
症

状
の
時
は
、
涼
し
い
環
境
に
し
、

衣
服
は
緩
め
、
太
い
血
管
の
あ

る
脇
の
下
や
首
筋
な
ど
を
冷
や

す
な
ど
の
応
急
処
置
を
行
い
ま

す
。

・
頭
痛
や
吐
き
気
、
嘔
吐
、
体
が

ぐ
っ
た
り
す
る
な
ど
の
症
状
が

あ
る
と
き
は
、
応
急
処
置
と
と

も
に
す
ぐ
に
病
院
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
保

健
担
当
（
蕁
62
│

4
1
3
4
）

上野原町誌・秋山村誌　販売中
上野原町・秋山村の歴史が詰まった、
町誌・村誌を購入しませんか？
・上野原町誌　3冊1セット1万円
・秋山村誌　　1冊1万円
※購入を希望される方は、お問い合
せください。
●問い合わせ　企画課政策推進担当

（蕁62−3118）

夏休みは、

市立図書館に

集合じゃが〜！！

広報うえのはら　No.90  22

掲載写真募集！　お問い合わせ 企画課企画調整担当（電話 62-3118）

巌
地
区

浦
田
梓あ

ず
さ（

大
吾
）

島
田
地
区

梶
原
有
声

ゆ
う
せ
い（

康
行
）

上
野
原
地
区

久
保
慧
太

け
い
た（

洋
史
）、髙
城
響ひ

び
き（

昭
二
）、

須
山
悠
雅

ゆ
う
が（

龍
生
）、原
島
瞳ひ

と
み（

清
隆
）、

石
川
睦
花

む
つ
か

（
健
二
）

上
野
原
地
区

佐
藤
学
＝
佐
藤
香
代
子

長
田
陽
介
＝
野
崎
唯

秋
山
地
区

杉
本
浩
隆
＝
奈
良
沙
千
佳

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（
　
）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
6
月
中
届
出
分
＝

 

掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。

問い合わせ 企画課政策推進担当（電話62-3118）

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1 ）

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

学
び
ま
し
ょ
う

8
月
と
い
え
ば
夏
で
す
。
私
に

と
っ
て
新
人
推
進
委
員
と
し
て
初

め
て
の
夏
を
迎
え
ま
す
。ま
た
、推

進
委
員
を
始
め
て
5

か
月
が
経
ち

ま
す
が
、
推
進
委
員
の
仕
事
に
慣

れ
た
か
と
聞
か
れ
れ
ば
、仕
事
の

範
囲
が
広
す
ぎ
て
と
答
え
る
感
じ

で
す
。

さ
て
、
み
な
さ
ん
は
、
都
留
市

に
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ぴ
ゅ

あ
富
士
と
い
う
施
設
が
あ
る
こ
と

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
施

設
は
、
男
女
共
同
参
画
を
進
め
て

い
く
た
め
の
拠
点
施
設
で
す
が
、

県
内
に
は
他
に
3
か
所
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
機
会
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
こ
の
夏
休
み
を
利
用
し
て
、

こ
の
よ
う
な
施
設
を
見
学
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
男
女

共
同
参
画
に
つ
い
て
、
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
夏
休
み
は
、
み
な

さ
ん
の
地
域
で
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操

や
育
成
会
活
動
、
夏
祭
り
、
盆
踊

り
な
ど
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
活
動
で
は
、
男
女
が
協
力
し

て
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
、
男
女
共

同
参
画
を
実
践
す
る
い
い
機
会
で

す
。み

な
さ
ん
も
、
住
み
や
す
い
環

境
づ
く
り
の
た
め
に
も
男
女
共
同

参
画
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
私
が
推

進
委
員
に
な
っ
て
か
ら
の
5
か
月

間
で
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
会
議
等
で
、
自
由
な
意

見
が
出
し
づ
ら
い
雰
囲
気
を
作
っ

て
し
ま
う
こ
と
は
良
く
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
会
議
で
は
、
み
な

さ
ん
が
意
見
を
出
し
合
え
る
雰
囲

気
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
も
地
域
の
話
し
合
い
や
会

議
で
は
、
お
互
い
の
意
見
を
尊
重

し
合
い
な
が
ら
進
め
ま
し
ょ
う
。

（
推
進
委
員
　
守
屋
忠
史
）

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
防

災
担
当
（
蕁
62
│

3
1
1
7
）

（
上
野
原
市
男
女
共
同
参
画
推

進
委
員
会
）

男女共同参画
ニュース

スマイル
ＮＯ.71

秋山地区 小俣 紫音
し お ん

ちゃん（1歳2か月）

哲哉さん彩音さんの長女

“元気いっぱい　わが家の娘！！”

上野原地区 小俣 歩夢
あ ゆ む

くん（1歳11か月）

直樹さん弥生さんの長男

“明るく元気に育ってね！！”

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
!!


